
▼
房
総
半
島
の
先
端
に
、
館
山
水

道
に
面
し
て
見
物
海
岸
と
い
う
海

水
浴
場
に
も
な
っ
て
い
る
海
岸
が

あ
っ
て
、
こ
こ
に
か
つ
て
、
国
民

宿
舎
「
鳩
山
荘
」
が
あ
っ
た
。
い

ま
は
民
営
化
さ
れ
て
、
旅
館
と
し

て
営
業
し
て
い
る
。
▼
元
々
は
鳩

山
家
の
別
荘
だ
っ
た
の
を
、
館
山

市
に
寄
贈
し
た
も
の
で
、
門
を
入

っ
た
所
の
林
の
な
か
に
、
鳩
山
一

郎
先
生
の
銅
像
が
建
っ
て
い
る
。

友
愛
同
志
会
が
創
立
さ
れ
た
当

時
、
こ
こ
で
友
愛
の
講
習
会
が
行

わ
れ
、
私
も
講
師
の
一
人
に
依
頼

さ
れ
た
。
そ
れ
が
縁
で
、
以
来
役

員
の
一
人
と
し
て
、
今
に
至
っ
て

い
る
。
▼
こ
の
見
物
海
岸
の
名
の

由
来
は
定
か
で
は
な
い
が
、
対
岸

に
あ
た
る
三
浦
半
島
が
見
え
、
東

京
湾
に
入
る
船
の
水
路
と
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
海
岸
に
い
る
と

目
の
前
を
大
小
様
々
な
船
が
通

り
、
私
に
と
っ
て
は
正
に
「
見
物

海
岸
」
で
あ
っ
た
。
潜
水
艦
が
浮

上
し
た
状
態
で
、
艦
上
に
船
員
が

何
人
か
立
っ
た
ま
ま
通
り
す
ぎ
て

行
く
の
を
見
る
の
は
、
な
か
な
か

楽
し
か
っ
た
。
▼
こ
の
海
岸
と
対

岸
が
見
え
る
様
子
が
、
丁
度
私
の

郷
里
、
愛
知
県
の
海
岸
と
似
て
い

る
の
で
色
々
考
え
た
末
、
私
も
百

坪
ば
か
り
の
土
地
を
買
っ
て
小
屋

を
建
て
た
。
休
み
の
日
に
は
こ
の

小
屋
に
行
き
、
夏
休
み
に
は
毎
日

の
よ
う
に
泳
い
だ
。
私
は
海
水
着

の
ま
ま
家
を
出
て
、
濡
れ
た
ま
ま

家
に
戻
っ
て
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
て

着
替
え
る
と
い
う
の
が
、
い
わ
ゆ

る
海
水
浴
の
理
想
だ
と
考
え
て
い

た
の
で
、
夏
に
な
る
と
大
抵
は
見

物
海
岸
に
行
っ
て
い
た
。
▼
友
愛

山
荘
も
現
在
は
「
軽
井
沢
友
愛
山

荘
」
の
み
と
な
っ
た
。
こ
の
軽
井

沢
の
地
に
建
つ
友
愛
山
荘
は
、
友

愛
の
原
点
と
も
い
え
る
。
大
い
に

活
用
し
た
い
。

（
ふ
え
）
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題字：鳩山威一郎

行
に
つ
い
て

「
友
愛
」
の
活
動
の
基
礎
と

し
て
、
そ
の
理
念
を
明
文
化
し

た
も
の
を
作
成
す
る

資
料
と
し
て
配
布
さ
れ
た

「
川
手
正
一
郎
著
　
『「
友
愛
」

理
解
の
た
め
に
』
を
当
財
団
の

認
め
る
出
版
物
と
す
る

そ
の
他

鳩
山
一
郎
先
生
五
〇
年
祭

平
成
二
十
一
年
三
月
七
日
が

故
鳩
山
一
郎
先
生
の
五
〇
年
祭

に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
財
団
法

人
日
本
友
愛
青
年
協
会
と
し
て

五
〇
年
祭
を
執
り
行
う
こ
と
と

す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た

以
上
、
予
定
さ
れ
て
い
た
議

事
を
全
て
承
認
、
可
決
し
て
議

事
を
無
事
終
了
、
予
定
時
間
に

閉
会
さ
れ
た
。

…
…
…
…
…

※
本
欄
は
、
第
七
六
回
理
事

会
議
事
録
に
基
づ
き
、
一
部
割

愛
し
て
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

議
事
録
は
事
務
局
に
保
管
さ
れ

て
お
り
、
閲
覧
可
能
で
す
。

五
月
二
十
八
日
（
水
）、
本
郷
鳩
山
ビ
ル
に
お
い
て
、
第
六
九
回
評
議
員
会
・
第
七
六
回
理
事
会
が
開

催
さ
れ
た
。
議
事
の
平
成
十
九
年
度
事
業
報
告
並
び
に
平
成
十
九
年
度
決
算
報
告
は
、
事
務
局
報
告
・
会

計
監
査
報
告
を
受
け
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。
三
月
に
開
催
さ
れ
た
第
六
八
回
評
議
員
会
・
第
七
五
回
理

事
会
に
お
い
て
可
決
、
設
置
さ
れ
た
、
新
公
益
法
人
法
の
施
行
に
向
け
て
の
「
検
討
委
員
会
」（
委
員

長：

鶴
巻
克
雄
常
務
理
事
）
か
ら
の
提
案
「
新
法
に
お
け
る
方
向
性
に
つ
い
て
」
は
、
時
間
を
か
け
詳
し

く
協
議
さ
れ
た
結
果
「
公
益
財
団
法
人
」
を
目
指
し
て
、
検
討
を
続
け
る
と
い
う
方
向
が
決
定
し
た
。

に
お
け
る
植
林
事
業

ア
モ
イ
市
ア
モ
イ
大
学
に
お

け
る
「
け
ん
玉
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン

グ
・
競
技
大
会
」
開
催

寄
付
行
為
第
四
条
一
項
、
四

項
お
よ
び
五
項
に
基
づ
く
事
業

外
務
省
推
進
二
〇
〇
七
日
中

ス
ポ
ー
ツ
文
化
交
流
年
公
式
認

定
事
業
と
し
て
開
催

（
６
）
文
化
振
興
事
業
―
寄

付
行
為
第
四
条
八
項
に
基
づ
く

事
業第

一
八
回
友
愛
ド
イ
ツ
歌
曲

（
リ
ー
ト
）
コ
ン
ク
ー
ル
開
催

（
平
成
十
九
年
度
文
部
科
学
大

臣
奨
励
賞
）

関
係
各
位
の
協
力
の
も
と
、

多
く
の
応
募
者
を
迎
え
て
開
催

さ
れ
た

姉
妹
団
体
Ｏ
Ｊ
Ａ
Ｂ
の
協
力

を
得
て
い
る

（
７
）
刊
行
物
事
業

寄
付
行
為
第
四
条
七
項
に
基

づ
く
事
業

機
関
紙
『
友
愛
』
の
刊
行

（
年
六
回
）

創
刊
号
か
ら
最
終
発
行
号
ま

で
の
デ
ー
タ
化

一
号
か
ら
四
〇
〇
号
ま
で
の

合
本
作
成
済
み

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
お
よ

び
新
規
内
容
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

（
８
）
講
演
会
等
の
開
催
―

寄
付
行
為
第
四
条
三
項
に
基
づ

く
事
業

「
鳩
山
友
愛
塾
」
の
開
講
に

と
も
な
う
後
援
活
動

（
９
）
そ
の
他
事
業
―
寄
付

行
為
第
四
条
二
項
に
基
づ
く
事

業（
社
）
中
央
青
少
年
団
体
連

絡
協
議
会
へ
の
参
加
協
力

そ
の
他
団
体
と
の
連
絡
お
よ

び
協
力

以
上
の
報
告
に
対
し
、
満
場

一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

平
成
十
九
年
度
決
算
報
告
（
案
）

公
益
法
人
法
（
新
法
）
に
則

っ
た
方
式
で
決
算
報
告
が
記
載

さ
れ
て
い
る

参
考
資
料
に
お
い
て
は
、
詳

細
を
掲
載
し
て
い
な
い
部
分
が

あ
る

議
長
の
選
任

寄
付
行
為
第
三
三
条
、
第
三

四
条
、
第
三
六
条
及
び
三
七
条

に
基
づ
き
、
鳩
山
由
紀
夫
理
事

長
が
議
長
に
就
任

定
足
数

出
席
者
数
が
事
務
局
よ
り
議

長
に
報
告
さ
れ
、
議
長
は
寄
付

行
為
第
三
四
条
の
規
定
を
満
た

し
て
い
る
の
で
本
理
事
会
は
成

立
す
る
こ
と
を
宣
言
し
た
。

議
事
録
署
名
人

議
事
録
署
名
人
は
議
長
一
任

と
な
り
、
議
長
は
、
長
田
正
太

郎
、
武
田
紀
念
男
の
二
名
を
指

名
し
た
。

議
　
事

平
成
十
九
年
度
事
業
報
告
（
案
）

上
記
議
案
の
内
、
事
業
報
告
に

関
し
て
各
人
に
配
布
さ
れ
て
い

る
「
理
事
会
要
覧
」
に
基
づ
き
、

事
務
局
よ
り
、
項
目
別
に
報
告

が
行
わ
れ
た
。

（
１
）
理
事
会
・
評
議
員
会

開
催
に
つ
い
て
の
報
告

（
２
）
運
営
委
員
会
開
催
に

つ
い
て
の
報
告

運
営
委
員
会
が
毎
月
一
回
以

上
開
催
さ
れ
て
い
る

運
営
委
員
会
構
成
人
員

井
上
和
子
副
理
事
長
、
川
手

正
一
郎
常
務
理
事
、
鶴
巻
克
雄

常
務
理
事
、
福
田
八
州
雄
評
議

員
、
萩
原
直
三
評
議
員

（
３
）
軽
井
沢
友
愛
山
荘
に

関
す
る
報
告
―
寄
付
行
為
第
四

条
六
項
に
基
づ
く
事
業

利
用
人
数
は
増
加
、
当
財
団

の
主
た
る
事
業
項
目
と
し
て
、

順
調
に
運
営
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
認
め
ら
れ
る
結
果
で
あ
る
。

台
風
被
害
を
受
け
た
が
、
修

平
成
十
九
年
度
監
査
報
告

奥
住
　
壽
、
田
邊
克
育
両
監

事
の
監
査
報
告
が
行
わ
れ
、
適

正
で
あ
る
と
認
め
る
旨
の
報
告

が
あ
っ
た

両
監
事
の
報
告
を
受
け
、
平

成
十
九
年
度
の
決
算
報
告
は
、

満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

新
法
に
お
け
る
方
向
性
に
つ
い

て
検
討
委
員
会
鶴
巻
克
雄
委
員

長
よ
り
、
検
討
委
員
会
第
一
回

が
開
催
さ
れ
た
旨
、
報
告
が
あ

っ
た検

討
委
員
構
成
人
員

鶴
巻
克
雄
常
務
理
事
を
委
員

長
に
、
川
手
正
一
郎
常
務
理
事
、

福
田
八
州
雄
評
議
員
、
萩
原
直

三
評
議
員
で
構
成
さ
れ
、
事
務

局
羽
中
田
元
美
、
榎
麻
記
子
の

二
名
が
加
わ
っ
た
。

新
法
（
新
公
益
法
人
法
）
に

向
け
て
「
公
益
法
人
」
の
承
認

を
得
る
こ
と
を
目
指
し
て
検
討

す
る

『「
友
愛
」
理
解
の
た
め
に
』
発

平
成
二
〇
年
十
二
月
一
日
に
施
行
さ
れ
る
「
新
公
益
法
人
法
」
の
要
点
（
抜
粋
）

復
も
済
み
環
境
は
良
好
と
な
っ

て
い
る
。

（
４
）
国
際
交
流
／
受
け
入

れ
事
業
―
寄
付
行
為
第
四
条
五

項
に
基
づ
く
事
業

Ｏ
Ｊ
Ａ
Ｂ
よ
り
フ
ル
ー
ト
演

奏
者
来
日
、
友
愛
ド
イ
ツ
歌
曲

コ
ン
ク
ー
ル
に
て
コ
ン
サ
ー
ト

開
催（５

）
国
際
交
流
／
派
遣
事

業
―
寄
付
行
為
第
四
条
二
項
に

基
づ
く
事
業

友
愛
ド
イ
ツ
歌
曲
コ
ン
ク
ー

ル
優
勝
者
（
石
井
藍
さ
ん
）
を

ウ
ィ
ー
ン
へ
派
遣

中
国
に
お
け
る
植
林
活
動
―

寄
付
行
為
第
四
条
一
項
、
お
よ

び
五
項
に
基
づ
く
事
業

福
建
省
ア
モ
イ
市
に
お
け
る

植
林
事
業

湖
北
省
シ
キ
県
（
第
三
期
）
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財
団
法
人
日
本
友
愛
青
年
協
会
は
、
故
鳩
山
一
郎
先
生
の
提
唱
に
よ
り
、
昭
和
二
十

八
年
の
設
立
以
来
今
日
ま
で
、
五
十
五
年
の
永
き
に
わ
た
り
活
動
を
続
け
て
来
た
。

設
立
当
初
の
「
友
愛
青
年
同
志
会
」
の
名
称
は
、
現
在
の
「
日
本
友
愛
青
年
協
会
」

に
変
わ
っ
た
が
「
相
互
尊
重
・
相
互
理
解
・
相
互
扶
助
」
の
「
友
愛
三
原
則
」
は
、
今

日
に
至
る
ま
で
連
綿
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

若
者
が
「
友
愛
」
の
理
念
の
も
と
、
全
国
各
地
を
行
脚
し
社
会
活
動
を
実
践
し
て
き

た
こ
と
は
、
戦
後
の
混
沌
と
し
た
時
代
、
時
代
に
即
応
し
た
役
割
を
果
た
し
た
と
言
え

る
。
ま
た
い
ち
早
く
青
年
の
国
際
交
流
に
尽
力
、
実
行
し
た
こ
と
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
開
催
時
の
国
際
青
年
キ
ャ
ン
プ
の
実
施
な
ど
も
、
時
代
背
景
を
的
確
に
捉
え
た
活
動

で
あ
っ
た
。

せ
て
い
た
だ
い
て
い
た
と
言
え

る
で
し
ょ
う
。
今
色
々
な
仕
事

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る

と
、
趣
意
書
・
前
文
に
か
か
れ

て
い
る
こ
と
が
と
て
も
良
く
解

り
ま
す
。「
友
愛
」
が
い
か
に

大
切
か
、
改
め
て
思
っ
て
い
ま

す
。
で
す
か
ら
益
々
「
友
愛
」

を
勉
強
し
た
い
と
思
い
ま
す

が
、
そ
の
上
で
も
、
今
回
の

『
友
愛
理
解
の
た
め
に
』
は
、

貴
重
な
一
冊
で
す
。
新
法
施
行

を
前
に
、
友
愛
の
役
割
を
見
つ

め
直
す
上
で
も
、
正
に
時
宜
を

得
た
発
刊
だ
と
思
い
ま
す
。

＊
＊
＊
人
と
人
を
考
え
る
時
代

編
集
部

『
友
愛
理
解
の
た
め

に
』
は
、
強
い
支
持
を
得
て
い

ま
す
が
、
執
筆
者
ご
本
人
の
ご

感
想
は
い
か
が
で
す
か
？

川
手

「
友
愛
」
の
み
な
ら
ず
、

す
べ
て
が
人
と
人
と
の
関
係
に

あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
人
と

人
の
関
係
の
な
か
で
の
要
と
な

る
は
「
利
他
」（
編
集
部
註：

自
分
以
外
の
人
間
の
幸
福
を
願

う
）
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
友
愛
の
基
本
も
正
に
そ
こ

に
あ
っ
て
、
自
分
の
欲
望
を
律

す
る
こ
と
が
大
切
で
、
そ
の
指

針
と
な
っ
て
い
る
の
が
「
友
愛
」

で
あ
っ
た
。
そ
の
指
針
を
も
う

一
度
お
さ
ら
い
を
す
る
つ
も
り

で
、
こ
の
小
冊
子
を
書
い
た
の

で
す
。
書
い
て
み
て
改
め
て
友

愛
の
大
切
さ
を
感
じ
て
い
ま

す
。
今
正
に
「
人
と
人
」
の
時

代
に
あ
っ
て
、「
友
愛
」
が
必

要
と
さ
れ
て
い
る
と
思
う
。

「
友
愛
」
創
設
当
時
は
、
日
本

の
み
な
ら
ず
世
界
が
混
沌
と
し

て
、
決
し
て
豊
か
で
は
な
か
っ

た
。
そ
の
時
代
に
カ
レ
ル
ギ
ー

伯
に
は
、
今
日
の
世
界
の
姿
が

見
え
て
い
た
。
ま
た
そ
の
こ
と

に
一
郎
先
生
が
気
づ
か
れ
て
、

自
ら
カ
レ
ル
ギ
ー
伯
の
著
書
を

訳
さ
れ
、『
自
由
と
人
生
』
を

友
愛
事
務
所
の
会
議
室
で
、
参
加
者
は

そ
れ
ぞ
れ
の
「
友
愛
」
に
対
す
る
思
い

を
熱
く
語
っ
た
。
五
十
五
年
に
及
ぶ
歴

史
を
築
き
、
現
在
ま
で
脈
々
と
受
け
継

が
れ
て
い
る
「
友
愛
」
の
情
熱
の
源
は
、

こ
う
し
た
方
々
の
活
動
に
依
る
と
こ
ろ

大
で
あ
る

上
で
ど
う
消
化
す
れ
ば
良
い
か

と
、
深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
た
の

は
「
友
愛
」
と
い
う
言
葉
と

「
革
命
」
と
い
う
、
ま
る
で
相

反
す
る
よ
う
な
言
葉
が
並
ん
で

い
た
こ
と
で
す
。
今
回
の
川
手

常
務
理
事
の
小
冊
子
に
も
書
か

れ
て
い
ま
す
が
、
テ
ロ
や
暴
動

と
い
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、

「
紳
士
・
淑
女
」
の
行
う
心
の

革
命
で
す
か
ら
、
こ
の
こ
と
と

向
き
合
う
だ
け
で
も
、
本
当
に

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
同
時
に

実
際
の
行
動
と
し
て
は
、
国
際

交
流
な
ど
を
、
積
極
的
に
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
友
愛
」

を
考
え
る
こ
と
は
、
当
時
の
私

に
と
っ
て
良
い
指
針
で
あ
っ
た

と
、
今
深
く
思
い
ま
す
。

編
集
部

福
田
評
議
員
は
、
友

愛
と
の
関
わ
り
は
時
間
的
に
浅

い
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す

が
、
実
践
面
で
は
、
植
林
活
動

へ
の
全
回
参
加
な
ど
、
積
極
的

な
活
動
を
な
さ
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
『
友
愛
理
解
の
た
め
に
』

に
つ
い
て
、
何
か
ご
意
見
は
？

福
田

私
は
議
員
秘
書
を
し
て

い
た
関
係
か
ら
、
一
郎
先
生
、

威
一
郎
先
生
を
存
じ
上
げ
て
お

り
ま
し
た
。
由
紀
夫
先
生
、
邦

夫
先
生
の
今
の
時
代
ま
で
、
あ

る
意
味
外
か
ら
友
愛
を
勉
強
さ

川
手
正
一
郎
常
務
理
事
・
事
務
局
長

植
林
活
動
に
毎
回
参
加
「
環
境
爺
々
」

の
称
号
を
中
国
か
ら
受
け
て
い
る
。

「
鳩
山
友
愛
塾
」
塾
長
補
佐
も
務
め
る

鶴
巻
克
雄
常
務
理
事
　
新
法
施
行
に
と

も
な
う
「
検
討
委
員
会
」
の
委
員
長
と

し
て
活
躍
。「
鳩
山
友
愛
塾
」
運
営
委

員
も
務
め
る

出
版
さ
れ
た
こ
と
は
、
非
常
に

意
義
深
い
。
と
同
時
に
、
お
二

人
の
先
見
の
明
と
い
う
よ
り
世

界
観
、
思
想
が
い
か
に
素
晴
ら

し
い
か
を
物
語
っ
て
い
る
。

鶴
巻

私
た
ち
が
学
生
だ
っ
た

頃
、
理
想
も
思
想
も
行
き
場
を

失
っ
て
い
た
。
そ
ん
な
時
代
に

あ
っ
て
、「
友
愛
」
は
人
生
の

指
針
と
な
っ
て
く
れ
た
の
で

す
。
カ
レ
ル
ギ
ー
伯
の
著
書
の

中
に
「
平
和
と
は
戦
争
と
戦
争

の
間
の
期
間
を
い
う
」
と
書
か

れ
て
い
て
、
こ
れ
に
は
眼
を
開

か
さ
れ
ま
し
た
。「
そ
う
か
、

次
の
戦
争
ま
で
の
間
を
長
く
す

れ
ば
良
い
の
だ
」
そ
れ
な
ら
自

分
で
も
何
か
出
来
る
か
も
知
れ

な
い
。
で
は
何
を
す
べ
き
か
、

と
問
題
点
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
そ
こ
に
「
友
愛
」
の
思
想

が
指
針
と
な
っ
た
訳
で
す
。

福
田

学
生
運
動
が
活
発
に
行

わ
れ
て
い
た
頃
、
み
ん
な
デ
モ

だ
闘
争
だ
と
息
巻
い
て
い
る
な

か
で
、「
相
互
尊
重
・
相
互
理

解
・
相
互
扶
助
」
と
い
う
言
葉

は
新
鮮
で
、
そ
の
教
え
を
受
け

ら
れ
た
、「
友
愛
」
を
学
ぶ
機

会
が
あ
っ
た
こ
と
は
嬉
し
い
こ

と
で
す
。

萩
原

私
の
時
代
は
い
わ
ゆ
る

「
七
〇
年
全
共
闘
」
の
時
代
で

し
た
が
、
そ
ん
な
時
代
に
「
国

家
の
た
め
に
人
間
が
あ
る
の
で

は
な
く
、
人
間
の
た
め
に
国
家

が
あ
る
」
と
い
う
、
こ
れ
ま
た

「
友
愛
革
命
」
と
同
様
に
、
理

解
し
会
得
す
る
の
に
考
え
な
く

て
は
い
け
な
い
言
葉
に
ぶ
つ
か

る
。
ま
た
「
自
己
の
尊
厳
に
目

覚
め
よ
」
と
聞
い
た
こ
と
も
な

い
言
葉
に
触
れ
て
、
解
ら
な
い

な
り
に
奮
い
立
つ
訳
で
す
。
私

に
と
っ
て
「
友
愛
」
は
、
全
く

学
生
時
代
と
重
な
っ
て
い
て
、

生
き
る
こ
と
そ
の
も
の
で
し

た
。

鶴
巻

当
時
、「
相
互
尊
重
・

相
互
理
解
・
相
互
扶
助
」
な
ん

て
言
葉
を
金
科
玉
条
に
し
て
い

る
な
ん
て
、
何
と
青
臭
い
と
い

う
か
、
デ
モ
な
ど
の
実
力
行
使

を
し
な
い
で
「
紳
士
と
淑
女
」

と
し
て
の
行
動
な
ん
て
、
学
生

仲
間
か
ら
は
笑
わ
れ
て
い
ま
し

た
よ
ね
。（
笑
）

川
手

デ
モ
や
闘
争
を
し
な
け

れ
ば
学
生
に
非
ず
、
み
た
い
な

時
代
に
「
人
間
の
人
格
の
尊
重
」

な
ん
て
言
っ
て
い
た
の
だ
か

ら
、
あ
る
意
味
異
端
で
す
よ
。

座
談
会

い
ま
「
友
愛
」
の
果
た
す
べ

き
役
割

参
加
者

財
団
法
人
日
本
友
愛
青
年
協
会

常
務
理
事
　
川
手
正
一
郎

常
務
理
事
　
鶴
巻
克
雄

評
議
員
　
　
福
田
八
州
雄

評
議
員
　
　
萩
原
直
三

進
行
　
　
　
編
集
部

＊
＊
＊
今
伝
え
た
い
想
い

編
集
部

ま
ず
今
回
『
友
愛
理

解
の
た
め
に
』
を
執
筆
さ
れ
た

川
手
常
務
理
事
に
お
伺
い
し
ま

す
。
執
筆
に
あ
た
り
、
最
も
伝

え
た
か
っ
た
想
い
は
何
で
し
ょ

う
？

川
手

友
愛
は
満
五
十
五
年
を

過
ぎ
ま
し
た
。
設
立
当
時
と
現

在
で
は
大
き
く
時
代
背
景
が
異

な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

「
友
愛
」
は
基
本
理
念
を
変
え

る
こ
と
な
く
活
動
を
続
け
て
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、
設
立
当
初

の
友
愛
の
役
割
は
果
た
し
た
と

考
え
て
い
ま
す
。
現
代
は
「
人

間
」
を
考
え
る
時
代
だ
と
思
い

ま
す
。
で
す
か
ら
、
原
点
を
尊

重
し
つ
つ
、
青
年
の
み
な
ら
ず

「
人
間
」
を
見
つ
め
る
と
き
、

今
友
愛
が
果
た
す
べ
き
役
割
は

何
か
、
そ
れ
を
問
い
か
け
る
意

味
か
ら
も
、
こ
の
小
冊
子
を
執

筆
し
ま
し
た
。

編
集
部

「
友
愛
」
を
紹
介
す

る
小
冊
子
は
、
以
前
に
も
『
友

愛
と
は
』
と
い
う
題
名
で
発
刊

さ
れ
て
い
ま
す
。
教
育
部
長
鶴

巻
克
雄
と
奥
付
に
あ
り
ま
す

が
、
教
科
書
と
し
て
作
ら
れ
た

の
で
す
か
？

鶴
巻

「
友
愛
」
の
目
的
は
、

創
設
当
時
も
今
も
、「
友
愛
社

会
の
実
現
」
で
、
変
わ
っ
て
い

ま
せ
ん
。
あ
の
小
冊
子
は
主
に

深
津
先
生
（
編
集
部
註
　
深
津

榮
一
日
本
大
学
名
誉
教
授
、
日

本
友
愛
青
年
協
会
理
事
）
が
執

筆
さ
れ
て
、
教
科
書
と
い
う
よ

り
バ
イ
ブ
ル
的
存
在
で
し
た
。

「
友
愛
」
は
変
わ
っ
て
は
い
な

い
の
で
す
が
、
社
会
の
構
造
、

若
者
の
考
え
方
は
変
化
し
て
い

ま
す
。「
相
互
尊
重
・
相
互
理

解
・
相
互
扶
助
」
を
具
体
的
な

行
動
に
移
せ
る
人
が
減
っ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。
い
つ
の
時
代

に
あ
っ
て
も
、
友
愛
社
会
実
現

の
た
め
に
、
何
度
で
も
同
じ
こ

と
を
訴
え
続
け
、
友
愛
三
原
則

を
行
動
と
し
て
表
し
て
欲
し
い

と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、

今
回
新
た
に
『
友
愛
理
解
の
た

め
に
』
が
世
に
出
る
こ
と
は
、

と
て
も
有
意
義
な
こ
と
で
す
。

編
集
部

時
代
的
に
丁
度
そ
の

間
で
、
ご
自
身
も
友
愛
の
執
行

部
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
萩
原
評

議
員
、
ご
意
見
を
。

萩
原

ご
縁
が
あ
っ
て
私
が
友

愛
に
深
く
関
わ
っ
て
い
た
頃

は
、
正
に
そ
の
小
冊
子
で
勉
強

を
し
て
い
ま
し
た
。「
友
愛
と

は
」
と
い
う
こ
と
を
、
川
手
、

鶴
巻
両
先
輩
か
ら
教
え
を
得
た

と
い
え
ま
す
。
私
が
一
番
驚
い

た
と
い
う
か
、
実
践
し
て
い
く

近
年
は
文
化
振
興
・
国
際
交
流
事
業
と
し
て
の
「
友
愛
ド
イ
ツ
歌
曲
コ
ン
ク
ー
ル
」

の
開
催
、
国
際
交
流
・
環
境
保
全
事
業
と
し
て
の
植
林
活
動
な
ど
、
確
実
な
歩
み
を
続

け
、
そ
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

本
年
十
二
月
、
新
公
益
法
人
法
が
施
行
さ
れ
る
に
あ
た
っ
て
、
今
果
た
す
べ
き
「
友

愛
」
の
役
割
を
見
つ
め
直
す
好
機
と
い
え
る
。
先
に
開
か
れ
た
第
六
九
回
評
議
員
会
・

第
七
六
回
理
事
会
で
『
友
愛
理
解
の
た
め
に
』
の
発
行
が
事
業
と
し
て
承
認
さ
れ
た
こ

と
は
、
そ
の
第
一
歩
を
歩
み
始
め
た
と
い
え
る
。

過
日
「
友
愛
」
創
設
以
来
積
極
的
な
活
動
を
続
け
て
い
る
方
々
を
始
め
、
深
く
「
友

愛
」
に
関
わ
る
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
「
い
ま
友
愛
の
果
た
す
べ
き
役
割
」
と
題
し

て
座
談
会
を
開
催
し
た
。
今
号
に
て
そ
の
模
様
を
ご
報
告
し
た
い
。
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福
田
八
州
雄
評
議
員
　
現
在
は
軽
井
沢

友
愛
山
荘
担
当
役
員
と
し
て
活
躍

萩
原
直
三
評
議
員
　
現
在
「
諸
規
則
検

討
委
員
会
」
委
員
長
と
し
て
活
躍

昭
和
二
七
年
十
二
月
二
五
日
印
刷
・
昭

和
二
八
年
一
月
一
日
発
行
　
鳩
山
一
郎

訳
『
自
由
と
人
生
』
と
後
ろ
は
そ
の
原

書
と
な
っ
た
ク
ー
デ
ン
ホ
ー
フ
・
カ
レ

ル
ギ
ー
伯
の
著
書
『T

he
T
otalitarian

S
tate
A
gainstM

an

』

金
子
郁
容
慶
應
義
塾
大
学
教
授

早
野
透
朝
日
新
聞
編
集
委
員

鳩
山
邦
夫
塾
長
代
行

近
代
政
治
史
に
お
け
る
、
重
要
な
役
割

を
演
じ
た
鳩
山
会
館
内
「
離
れ
」
で
の

懇
親
会
に
、
塾
生
も
大
感
激
！

佐
藤
謙
一
郎
元
衆
議
院
議
員

各講義には関係役員も出席。塾生に混り熱心
に講義に耳を傾ける。写真左から：井上和子
塾長、鳩山由紀夫塾長代行、川手正一郎塾長
補佐、鶴巻克雄運営委員

し
か
し
中
に
は
少
数
で
は
あ
っ

て
も
、「
こ
れ
で
は
な
い
何
か
」

を
求
め
て
い
る
学
生
も
あ
っ

た
。
そ
こ
に
輝
く
星
の
道
標
の

如
く
「
友
愛
」
が
あ
っ
た
。
そ

れ
に
導
か
れ
て
、
私
な
ん
か
そ

の
ま
ま
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

鶴
巻

今
回
川
手
さ
ん
が
執
筆

し
た
も
の
を
、
力
を
込
め
て
書

い
た
の
で
「
ど
う
だ
！
」
と
奥

さ
ん
に
み
せ
た
ら
「
未
だ
に
理

想
を
追
っ
て
い
る
の
ね
」
と
言

わ
れ
た
そ
う
だ
け
ど
、
本
当
に

そ
う
い
う
こ
と
だ
よ
ね
。（
笑
）

＊
＊
＊
鳩
山
一
郎
先
生
の
魅
力

編
集
部

そ
の
青
臭
い
ま
で
言

わ
れ
た
思
い
が
、
今
日
ま
で
続

い
て
い
る
一
番
の
引
力
は
、
鳩

山
一
郎
先
生
の
お
人
柄
、
人
間

的
魅
力
で
す
か
？

川
手

勿
論
そ
れ
も
あ
る
。
加

え
て
戦
後
す
ぐ
に
『
自
由
と
人

生
』
を
執
筆
す
る
と
い
う
、
時

代
的
使
命
感
に
基
づ
い
た
行
動

の
素
晴
ら
し
さ
。
カ
レ
ル
ギ
ー

伯
の
本
に
時
代
の
啓
示
を
見
い

だ
す
知
性
は
、
素
晴
ら
し
い
。

何
人
か
の
学
者
が
同
じ
本
を
読

ん
だ
の
に
、
自
ら
訳
し
て
今
そ

れ
を
残
し
て
い
る
の
は
一
郎
先

生
だ
け
だ
か
ら
。

鶴
巻

政
治
家
鳩
山
一
郎
、
人

間
鳩
山
一
郎
が
語
ら
れ
る
こ
と

は
あ
っ
て
も
「
思
想
家
鳩
山
一

郎
」
と
し
て
語
ら
れ
る
こ
と
が

と
も
す
れ
ば
忘
れ
ら
れ
が
ち
だ

け
れ
ど
、
私
は
「
思
想
家
」
と

し
て
一
郎
先
生
の
大
き
さ
は
計

り
知
れ
な
い
と
思
う
。
加
え
て

私
た
ち
の
時
代
は
、
人
間
鳩
山

一
郎
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た

訳
で
、
こ
れ
は
幸
せ
で
す
ね
。

川
手

音
羽
の
鳩
山
邸
は
、
開

か
れ
た
街
路
と
同
じ
だ
っ
た
。

我
々
学
生
が
、
集
い
語
れ
る
場

所
を
、
一
郎
先
生
が
提
供
し
て

く
だ
さ
っ
て
い
た
。
同
じ
建
物

に
、
当
時
の
政
治
家
が
綺
羅
星

の
如
く
集
ま
っ
て
く
る
、
日
常

的
に
。
我
々
学
生
は
、
胸
躍
ら

せ
て
語
り
合
う
訳
だ
。（
笑
）

萩
原

一
郎
先
生
が
『
友
愛
』

第
一
号
で
「
若
者
と
と
も
に
こ

れ
を
立
ち
上
げ
た
の
が
、
人
生

で
一
番
大
き
な
喜
び
だ
」
と
お

っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。
正
に
こ

の
辺
り
に
、「
友
愛
」
の
原
点

が
あ
る
の
で
し
ょ
う
ね
。

鶴
巻

戦
後
友
愛
の
よ
う
な
団

体
が
、
数
多
く
生
ま
れ
ま
し
た

が
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
の
は

五
本
の
指
に
足
り
な
い
。
一
郎

先
生
の
人
間
の
大
き
さ
が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
、
現
在
の
「
友
愛
」

が
あ
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

川
手

鳩
山
一
郎
先
生
が
、

「
友
愛
」
そ
の
も
の
で
あ
っ
た

か
ら
。
一
郎
先
生
が
行
っ
た
政

治
活
動
、
日
ソ
共
同
宣
言
の
調

印
、
こ
れ
で
シ
ベ
リ
ア
に
抑
留

さ
れ
て
い
た
人
々
が
帰
っ
て
き

た
。
そ
れ
か
ら
保
守
合
同
、
そ

し
て
国
連
加
盟
、
こ
れ
ら
を
見

て
も
先
生
の
行
動
は
、「
友
愛
」

と
い
う
思
想
に
立
脚
し
て
い
た

と
言
え
ま
す
。

＊
＊
＊
『
自
由
と
人
生
』

萩
原

時
代
に
迎
合
せ
ず
本
質

か
ら
の
活
動
を
続
け
て
き
た
と

言
え
る
で
し
ょ
う
ね
。
国
際
交

流
に
し
て
も
早
く
か
ら
実
践
し

た
の
は
、
時
代
の
風
潮
と
は
違

い
ま
す
か
ら
。
だ
か
ら
い
ま
で

も
「
友
愛
」
は
決
し
て
古
く
な

い
、
む
し
ろ
新
鮮
で
あ
る
と
い

え
ま
す
。

川
手

そ
れ
は
『
自
由
と
人
生
』

と
い
う
本
が
あ
っ
た
か
ら
。
確

固
と
し
た
原
点
と
し
て
厳
然
と

あ
る
。
何
が
あ
っ
て
も
こ
の
本

に
戻
る
と
答
え
が
見
つ
か
る
。

福
田

私
も
「
友
愛
理
解
の
た

め
に
」
を
何
度
も
読
み
直
し
ま

し
た
け
ど
、
本
当
に
肝
心
な
こ

と
が
書
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て

四
月
八
日
よ
り
開
講
さ
れ
た

「
鳩
山
友
愛
塾
」
は
、
各
界
か

ら
講
師
を
招
き
、
順
調
に
回
を

重
ね
て
い
る
。

講
師
陣
も
多
方
面
か
ら
変
化

に
富
ん
だ
錚
々
た
る
顔
ぶ
れ
が

揃
い
、
個
性
が
彩
り
を
放
っ
て

い
る
。

ま
た
第
四
回
講
義
の
後
は
、

鳩
山
会
館
敷
地
内
に
あ
る
、

「
離
れ
」
に
お
い
て
懇
親
会
が

開
催
さ
れ
る
な
ど
、
塾
生
の
親

交
も
深
ま
っ
て
い
る
。

…
…
…
…
…

第
二
回
講
師：

朝
日
新
聞
編
集

委
員
　
早
野
　
透
先
生

テ
ー
マ：

日
本
政
治
の
過

去
・
現
在
・
未
来

四
〇
年
間
、
新
聞
記
者
と
し

て
政
治
を
見
つ
め
て
来
た
早
野

氏
の
講
義
に
、
塾
生
も
興
味
深

げ
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

「
鳩
山
一
郎
と
吉
田
茂
」
・

「
中
曽
根
康
弘
と
土
井
た
か

子
」
・
「
田
中
角
栄
と
小
泉
純

一
郎
」
な
ど
、
日
本
の
政
治
の

流
れ
を
、「
人
」
を
軸
に
講
義

を
進
め
た
。
与
党
・
野
党
を
越

え
て
、
政
治
そ
の
も
の
を
俯
瞰

し
て
き
た
早
野
氏
な
ら
で
は
の

視
点
が
、「
人
」
の
役
割
を
見

事
に
解
き
明
か
し
て
い
た
。

「
ク
ー
デ
ン
ホ
ー
フ
・
カ
レ

ル
ギ
ー
と
友
愛
」
も
講
義
の
中

に
盛
り
込
ま
れ
、「
友
愛
」
を

理
解
し
、
支
援
し
て
い
る
立
場

も
表
明
さ
れ
た
。

…
…
…
…
…

第
三
回
　
講
師：

慶
應
義
塾
大

学
　
金
子
郁
容
教
授

テ
ー
マ：

日
本
の
教
育
　
副

題
「
崩
壊
し
つ
つ
あ
る
日
本
の

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
ど
う
す

れ
ば
よ
い
か
」

ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
ダ
グ
ラ

ス
・
ノ
ー
ス
の
著
書
か
ら
「
制

度
は
社
会
の
中
の
ゲ
ー
ム
の
ル

ー
ル
だ
」
と
い
う
言
葉
を
引
用

し
、
講
義
が
始
め
ら
れ
た
。
個

と
社
会
の
関
係
に
内
容
を
進

め
、
現
代
の
教
育
現
場
で
起
き

て
い
る
問
題
を
具
体
例
を
示
し

解
説
し
た
。

問
題
の
解
決
に
重
要
な
こ
と

は
、
社
会
全
体
が
「
個
」
に
注

意
を
傾
け
る
こ
と
で
あ
る
と
解

き
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク

ー
ル
」
に
つ
い
て
、
講
義
が
続

け
ら
れ
た
。
質
問
も
活
発
に
行

わ
れ
、
教
育
問
題
の
重
要
性
が

再
認
識
さ
れ
た
。

…
…
…
…
…

第
四
回
　
講
師：

元
衆
議
院
議

員
　
佐
藤
謙
一
郎
先
生

現
在
は
、
神
奈
川
県
で
有
機

栽
培
野
菜
な
ど
の
普
及
活
動
に

力
を
注
い
で
い
る
佐
藤
氏
だ

が
、
現
代
演
劇
学
生
鑑
賞
会
を

発
足
さ
せ
る
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
記
者
、

衆
議
院
議
員
な
ど
経
歴
は
異
彩

を
放
っ
て
い
る
。

日
本
に
お
け
る
ダ
ム
建
設
問

題
、
環
境
問
題
　
に
取
り
組
み
、

実
際
の
活
動
を
実
践
し
て
き

た
、
体
験
に
基
づ
い
た
講
義
に

は
、
塾
生
も
多
大
な
関
心
を
よ

せ
て
い
た
。

ま
た
、
講
義
の
後
に
開
催
さ

れ
た
「
懇
親
会
」
の
出
席
依
頼

に
も
気
軽
に
応
じ
、
塾
生
諸
氏

と
大
い
に
語
り
合
っ
て
い
た
。

…
…
…
…
…

第
五
回
　
講
師：

鳩
山
邦
夫
塾

長
代
行

「
文
明
論
」
講
義
の
予
定
で

あ
っ
た
が
、
法
務
大
臣
と
し
て

の
職
務
執
行
を
、
一
般
紙
が
ま

る
で
揶
揄
す
る
か
の
よ
う
な
表

現
で
掲
載
し
た
こ
と
を
受
け
、

法
務
大
臣
と
し
て
で
は
な
く

「
人
間
鳩
山
邦
夫
」
と
し
て
の

考
え
を
述
べ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
新
聞
に
抗
議
と
い
う
か
た

ち
で
は
な
く
、
犯
罪
被
害
者
遺

族
の
会
の
方
々
を
始
め
、
多
く

の
方
の
意
見
も
含
め
、
自
分
の

意
見
を
交
え
な
が
ら
の
講
義
を

行
っ
た
。

「
生
」
と
「
死
」
な
ど
、
真

摯
に
、
一
語
一
語
を
噛
み
し
め

る
よ
う
に
語
る
鳩
山
邦
夫
塾
長

代
行
の
姿
勢
に
、
塾
生
も
深
く

胸
を
打
た
れ
、
感
慨
新
た
な
面

も
ち
で
あ
っ
た
。

鳩
山
友
愛
塾
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.hatoyam

a-
yuai-jyuku

(

七
月
二
十
二
日
よ
り
）

錚
々
た
る
顔
ぶ
れ
の
講
師
陣
を
迎
え
講
義
進
む

こ
れ
を
読
む
と
『
自
由
と
人
生
』

を
読
み
直
し
た
く
な
る
。

編
集
部

一
郎
先
生
は
、
当
時

学
生
に
『
自
由
と
人
生
』
の
熟

読
を
勧
め
た
の
で
す
か
？

鶴
巻

一
郎
先
生
は
、
何
も
お

っ
し
ゃ
ら
な
か
っ
た
。
感
化
し

よ
う
な
ん
て
考
え
は
無
か
っ
た

と
思
う
。
説
教
じ
み
た
こ
と
は

聞
い
た
こ
と
が
な
い
。
そ
れ
で

も
我
々
に
与
え
た
影
響
は
計
り

知
れ
な
い
。

川
手

我
々
の
と
こ
ろ
に
い
ら

し
て
「
一
緒
に
歌
お
う
」
と
賛

美
歌
を
良
く
一
緒
に
歌
っ
た
。

照
れ
く
さ
か
っ
た
け
ど
。（
笑
）

鶴
巻
　
音
羽
に
集
う
学
生
同
士

が
、
切
磋
琢
磨
し
、
互
い
に
影

響
し
あ
っ
た
こ
と
は
大
き
い
と

思
う
。
本
当
に
勉
強
に
な
っ
た
。

川
手

生
き
る
指
針
と
い
う
か

全
て
の
原
点
が
友
愛
で
あ
り
、

鳩
山
一
郎
だ
っ
た
。「
友
愛
に

悖
る
こ
と
な
か
れ
」
が
、
生
き

る
尺
度
だ
っ
た
。

鶴
巻

そ
の
薫
陶
を
受
け
、
今

日
ま
で
続
い
て
き
た
友
愛
が
、

思
想
と
し
て
開
花
す
る
時
期
が

来
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
ね
。

川
手

今
、
人
間
と
人
間
を
突

き
詰
め
、
さ
ら
に
は
人
間
と
自

然
の
関
係
に
考
え
が
及
ぶ
と

き
、
初
め
て
本
当
の
平
和
が
得

ら
れ
る
と
思
う
。

鶴
巻

そ
の
指
針
に
友
愛
が
あ

り
、
行
動
す
る
勇
気
、
実
践
す

る
勇
気
を
も
っ
て
欲
し
い
。
そ

こ
か
ら
で
す
よ
、
す
べ
て
は
。

川
手

人
生
は
出
会
い
か
ら
始

ま
る
。
友
愛
と
出
会
い
、
結
実

さ
せ
る
こ
と
の
で
き
る
人
生
を

築
い
て
欲
し
い
と
思
う
。

編
集
部

本
日
は
、
貴
重
な
お

話
を
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

＊
＊
＊
『
友
愛
理
解
の
た
め
に
』
を
お

読
み
に
な
り
た
い
方
は
、
フ
ァ
ッ
ク
ス

ま
た
は
電
話
で
「
友
愛
」
事
務
局
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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◆
梅
雨
寒
か
ら
一
転
、
真
夏
の

日
差
し
と
な
り
熱
中
症
が
心
配

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
最
近

の
気
候
は
変
化
が
激
し
く
、
予

報
も
占
い
の
様
に
映
る
。
世
の

中
は
気
温
一
度
で
一
喜
一
憂
の

人
も
お
り
、
四
季
は
ハ
ッ
キ
リ

し
て
い
る
方
が
何
か
と
日
本

的
。
Ｃ
Ｏ
２
や
温
暖
化
の
懸
案

も
具
体
的
に
な
ら
な
け
れ
ば
人

間
に
は
ピ
ン
と
来
な
い
。
こ
の

ま
ま
進
め
ば
、
全
て
は
後
の
祭

り
。
人
間
は
賢
い
と
勝
手
に
思

い
こ
ん
で
い
る
だ
け
。
本
当
は

動
物
と
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
と

時
々
想
う
。

（
Ｋ
）

◆
夏
な
の
？
　
と
確
か
め
た
く

な
る
よ
う
な
近
頃
の
天
候
で

す
。
東
京
は
未
だ
梅
雨
明
け
宣

言
も
な
く
、
雨
の
日
続
き
…
と

思
え
ば
、
い
き
な
り
三
十
度
を

超
え
る
日
も
あ
り
、
こ
れ
も
温

暖
化
が
原
因
な
の
で
し
ょ
う

か
。
何
か
し
な
く
て
は
と
、
ゴ

ミ
の
分
別
、
エ
コ
バ
ッ
グ
の
使

用
、
リ
サ
イ
ク
ル
と
頑
張
っ
て

い
ま
す
。
で
も
、
ど
こ
か
心
許

な
い
。
小
さ
な
イ
ラ
イ
ラ
が
募

り
ま
す
。
千
里
の
道
も
一
歩
の

心
境
で
続
け
な
く
て
は
。
（
も
）

◆
鳩
山
友
愛
塾
の
お
手
伝
い

で
、
鳩
山
会
館
に
行
く
機
会
が

多
く
な
り
ま
し
た
。
先
日
は
、

蚊
取
り
線
香
が
焚
か
れ
て
い

て
、
懐
か
し
い
香
り
が
館
内
に

漂
っ
て
い
ま
し
た
。
夏
の
訪
れ

を
感
じ
る
と
共
に
、
昭
和
の
時

代
の
幼
い
頃
を
思
い
出
し
、
心

が
和
み
ま
し
た
。
鳩
山
会
館
は
、

都
会
に
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
忘

れ
て
し
ま
う
程
の
静
か
な
、
緑

豊
か
な
空
間
で
す
。
歴
史
的
な

建
物
の
見
所
も
沢
山
あ
り
ま

す
。
一
日
の
ん
び
り
と
過
ご
さ

れ
て
は
如
何
で
す
か
。（
エ
ム
）

＊＊＊　軽井沢友愛山荘料金表（税別） ＊＊＊
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八
月
も
若
干
の
空
き
あ
り

軽
井
沢
友
愛
山
荘
は
、
好
評

稼
働
中
で
す
。

お
陰
様
で
、
沢
山
の
方
か
ら

お
申
し
込
み
を
い
た
だ
き
、
現

在
八
月
は
ほ
ぼ
全
館
満
室
状
態

で
す
。
そ
れ
で
も
人
数
、
日
に

ち
に
よ
っ
て
は
、
ご
利
用
い
た

だ
け
る
日
に
ち
も
あ
り
ま
す
の

で
、
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。

秋
の
軽
井
沢
は
格
別

軽
井
沢
は
夏
の
避
暑
地
と
し

て
有
名
で
す
が
、
軽
井
沢
の
素

晴
ら
し
さ
は
夏
ば
か
り
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

紅
葉
の
季
節
、
山
荘
の
廻
り

を
囲
む
木
々
も
色
づ
き
、
見
事

な
錦
を
織
り
な
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
横
川
へ
抜
け
る
碓

氷
峠
は
、
色
づ
い
た
木
々
の
ト

ン
ネ
ル
が
出
来
て
お
り
、
思
わ

ず
歓
声
を
上
げ
る
美
し
さ
で

す
。
あ
る
い
は
松
井
田
イ
ン
タ

ー
か
ら
旧
道
を
通
っ
て
軽
井
沢

へ
抜
け
る
道
は
、
妙
義
山
の
切

り
立
っ
た
岩
盤
に
、
赤
、
黄
の

木
々
が
映
え
、
飽
き
る
こ
と
の

な
い
眺
め
で
す
。

自
転
車
・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
完
備

軽
井
沢
友
愛
山
荘
に
は
、
自

転
車
の
ご
用
意
も
あ
り
ま
す
の

で
、
自
転
車
に
乗
っ
て
の
紅
葉

狩
り
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

ま
た
秋
は
ス
ポ
ー
ツ
の
季

節
。
軽
井
沢
友
愛
山
荘
は
、
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
も
完
備
し
て
お
り

ま
す
。
本
格
的
な
テ
ニ
ス
を
楽

し
み
た
い
方
は
勿
論
、
ち
ょ
っ

と
気
軽
に
テ
ニ
ス
を
楽
し
ま
れ

る
方
の
た
め
に
、
ラ
ケ
ッ
ト
も

備
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

芸
術
の
秋
を
軽
井
沢
で
！

ピ
ア
ノ
も
完
備
し
て
い
ま
す

秋
と
言
え
ば
芸
術
の
秋
。
美

し
く
色
づ
い
た
木
々
は
絶
好
の

被
写
体
で
あ
り
、
画
題
と
な
る

で
し
ょ
う
。
そ
し
て
軽
井
沢
友

愛
山
荘
に
は
ピ
ア
ノ
の
ご
用
意

も
あ
り
ま
す
。
勿
論
常
に
調
律

を
し
て
、
何
時
で
も
ご
利
用
い

た
だ
け
る
よ
う
準
備
万
端
で

す
。
小
さ
な
音
楽
会
・
歌
唱
会

な
ど
、
計
画
さ
れ
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
。

軽
井
沢
で
勉
強
会
・
研
修
会

秋
は
ま
た
勉
学
の
季
節
。
軽

井
沢
友
愛
山
荘
に
は
会
議
室
も

あ
り
、
研
修
会
、
勉
強
会
に
ご

利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
研
修

会
・
勉
強
会
に
は
団
体
利
用
の

割
引
料
金
（
下
記
料
金
表
参
照
）

が
適
用
さ
れ
ま
す
の
で
、
気
軽

に
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

是
非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

研
修
用
設
備
も
完
備

軽
井
沢
友
愛
山
荘
の
会
議
室

に
は
、
会
議
用
テ
ー
ブ
ル
、
椅

子
、
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
は
勿
論
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
、
プ
リ
ン
タ

ー
、
コ
ピ
ー
の
ご
用
意
も
あ
り

ま
す
。
ご
利
用
ご
希
望
の
方
は
、

お
申
し
込
み
時
に
事
務
局
に
そ

の
旨
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

ど
な
た
で
も
利
用
で
き
ま
す

軽
井
沢
友
愛
山
荘
は
、
ど
な

た
で
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま

す
。
軽
井
沢
友
愛
山
荘
の
情
報

は
「
友
愛
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
全
国
ど

こ
か
ら
で
も
お
申
し
込
み
い
た

だ
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
申
込
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

て
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、

掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
研
修
会
、

勉
強
会
を
予
定
さ
れ
て
い
る
お

知
り
合
い
の
方
に
も
ご
紹
介
く

だ
さ
い
。

平
成
二
〇
年
四
月
三
日
（
木
）

目
白
椿
山
荘
に
お
い
て
「
友
愛

婦
人
会
平
成
二
〇
年
度
総
会
」

が
開
催
さ
れ
た
。
出
席
者
は
一

〇
二
名
に
お
よ
び
、
賑
や
か
で

華
や
か
な
総
会
と
な
っ
た
。

当
日
は
、
晴
天
に
恵
ま
れ
、

折
し
も
椿
山
荘
の
桜
も
満
開
。

咲
き
乱
れ
る
桜
と
い
う
「
オ
マ

ケ
」
も
あ
り
、
出
席
者
は
思
い

が
け
な
い
花
見
と
な
っ
た
。

先
頃
創
立
五
〇
周
年
の
記
念

会
を
終
え
た
「
友
愛
婦
人
会
」

は
、
着
実
に
活
動
の
歴
史
を
刻

ん
で
い
る
。

冒
頭
、
鳩
山
安
子
会
長
が
挨

拶
に
立
ち
「
皆
様
か
ら
熱
い
ご

協
力
を
い
た
だ
き
今
日
ま
で
続

け
て
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
世
相
は
必
ず
し
も
心
配
事

が
な
い
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
友

平成２０年度総会　開催
桜のもと目白椿山荘にて

愛
精
神
を
も
っ
て
行
動
し
た
い

と
思
い
ま
す
」
と
述
べ
た
。

司
会
進
行
は
水
口
委
員
が
務

め
、
倉
林
副
会
長
が
開
会
の
辞

を
述
べ
た
。
柿
沼
副
会
長
が
議

長
に
選
出
さ
れ
、
議
事
を
進
行

し
た
。
十
九
年
度
事
業
報
告
並

び
に
二
十
年
度
事
業
計
画
を
渡

辺
書
記
が
報
告
。
小
峰
会
計
委

員
よ
り
十
九
年
度
会
計
報
告
が

行
わ
れ
、
諏
訪
、
秋
田
両
会
計

監
査
の
監
査
報
告
が
行
わ
れ

た
。
監
査
報
告
を
受
け
、
十
九

年
度
会
計
報
告
は
満
場
一
致
で

承
認
さ
れ
た
。

続
い
て
、
任
期
満
了
に
よ
る

役
員
改
正
が
行
わ
れ
、
新
役
員

が
紹
介
さ
れ
た
。
新
役
員
二
十

七
名
は
、
満
場
一
致
で
承
認
さ

れ
、
新
体
制
が
整
っ
た
。

議
事
終
了
後
、
懇
親
会
と
な

り
、
鳩
山
邦
夫
事
務
所
の
田
中

昭
彦
秘
書
が
乾
杯
の
音
頭
を
と

り
、
賑
や
か
に
宴
が
始
ま
っ
た
。

大
川
幹
事
長
に
よ
る
ピ
ア
ノ

伴
奏
で
、
全
員
で
叙
情
歌
を
合

唱
。
ま
た
庭
に
出
て
桜
の
も
と

各
支
部
ご
と
に
記
念
撮
影
を
す

る
な
ど
、
和
や
か
な
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
た
。

柿
沼
副
会
長
に
よ
る
手
締
め

で
、
懇
親
会
を
終
了
し
た
。

友
愛
婦
人
会
総
会
を
終
え
て

渡
辺
悦
子

新
年
会
に
引
き
続
き
総
会
に

も
、
鳩
山
安
子
会
長
に
お
越
し

い
た
だ
き
、
出
席
者
全
員
感
激

い
た
し
ま
し
た
。
会
長
の
お
言

葉
通
り
、
私
た
ち
も
友
愛
精
神

を
忘
れ
ず
に
、
歴
史
あ
る
婦
人

会
の
た
め
、
会
長
と
共
に
婦
人

会
の
運
営
を
進
め
て
行
き
た
い

と
存
じ
ま
す
。
見
事
な
桜
が
彩

り
を
添
え
た
総
会
で
し
た
。


